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プは平成 23 年 8 月に水産機構の調査船
蒼鷹丸にて回収，得られた試料について，
沈降粒子束，強熱減量および放射性セシウ










微量なものの，平成 23年 4月 27日頃に
発生したと考えられました。海面沈着から
水深 1100ｍまで沈降に要した日数から，














































































University Wajima Air Monitoring Station：KUWAMS）で 継 続



































































研究紹介1：水産研究・教育機構　帰山 秀樹 研究紹介2：大気環境領域　松木 篤 研究紹介3：陸域環境領域／連携部門　塚脇 真二
ニュース












Kaeriyama et al. (2020) Radiocesium in Japan Sea 
associated with inking part cle  from Fukushima Dai-ichi 
























プは平成 23 年 8 月に水産機構の調査船
蒼鷹丸にて回収，得られた試料について，
沈降粒子束，強熱減量および放射性セシウ





することが明らかな134Cs は平成 23 年 5




微量なものの，平成 23年 4月 7日頃に
発生したと考えられました。海面沈着から
水深 1100ｍまで沈降に要した日数から，














































































University Wajima Air Monitoring Stati n：KUWAMS）で 継 続
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ニュース

























































































































































































の報告もあることから（Thornton et al., 





































































































































































































の報告もあることから（Thornton et al., 


















        
5万分の 1地質図「金沢」（今井1959）の一部
平成6年当時の大桑層模式地
金沢市上辰巳での地質調査
高精度地質図の一部（旧地質図と同じ範囲）
